
図表１ レンタカー・カーシェアへの支出額、世帯当たりの乗用車の普及台数 図表２ 写真撮影・プリント代、音楽・映像収録済メディア等への支出額
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（年）（資料）総務省「家計調査」、一般財団法人自動車検査登録情報協会を基に、
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（ 注 ）１世帯当たりの消費額。レンタカー・カーシェアリングへの支出
額は家計調査の「レンタカー・カーシェアリング料金」。

（資料）総務省「家計調査」を基に、三十三総研作成
（ 注 ）1世帯当たりの消費額。

2520152010

世帯当たりの乗用車の普及台数（左軸）
レンタカー・カーシェアリングへの支出額（右軸） 写真撮影・プリント代

音楽・映像収録済メディア

2520152010

（台） （円／月）

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（円／月）

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

近年、私たちの消費スタイルは大きく変化し
ています。特に若年層では物を購入し保有する
ことにこだわらない、従来とは異なる消費スタ
イルが広がりを見せています。この新たな消費
スタイルを捉える概念が「リキッド消費」です。
2017年に英国の研究者によって提唱され、日本
においても2025年に一般向け解説書が出版され
るなど、その認知度が高まっています。
リキッド消費は、“「短命性」「アクセスベー
ス」「脱物質」の３点の特徴を持つ消費”と定義
されています。第一の特徴である「短命性」と
は、物やサービス、情報、体験の価値が、長続き
しない傾向を指します。例えば、店舗において
期間限定のショップやイベントが盛況であるこ
とや、SNSで流行するキャラクターや話題がわ
ずか数日～数か月で変化することなどがその現
れとされています。
第二の特徴である「アクセスベース」とは、
物やサービスを所有せずとも、その価値にアク
セスできればよいとする考え方です。かつては
様々な物を買い取って所有することが豊かさの
象徴でしたが、現在では所有せずに「利用する権
利」に対価を払う消費が広がっています。一例
として、自動車を購入せずに、会員の間で共同
使用するカーシェアリングサービスなどが挙げ
られます。実際に、レンタカー・カーシェアリ
ングの１世帯当たりの利用金額は年々増加傾向
である一方、世帯当たりの乗用車普及台数は
年々減少傾向にあります。このような動きの背

景には、自動車の価格上昇や首都圏への人口の
集中などの複数の要因があるものの、自動車に
関するアクセスベースの消費が拡大しているこ
とも一つの要因であるとみられます（図表１）。
第三の特徴である「脱物質」とは、同じ水準
の価値や機能を得るために、物質をより少なく、
あるいは全く使用しなくなることを指します。
具体例を挙げると、かつては音楽を楽しむため
にはCDなどの物を購入する必要がありました
が、現在はネット上のデータをストリーミング
サービスを利用して楽しむことができます。
また、写真はプリントせずスマートフォンなど
で保存・編集するのが一般的です。実際、１世
帯当たりのCDなどを含む「音楽・映像収録済メ
ディア」や、写真のプリント代を含む「写真撮
影・プリント代」に対する支出は減少傾向にあ
り、脱物質の特徴を持つ消費に移り変わってい
ることが示唆されます（図表２）。
このような特徴を有するリキッド消費が広ま
ることで、消費行動は多様化するようになりま
した。「深く考えずに商品などを気軽に選択す
る」「特定のブランドにこだわることなく色々
試す」「より手間のかからないものを選択する」
「所有せず消費する」などの傾向が拡大したと
されています。現代の消費者の傾向や心理を読
み解くだけでなく、私たち自身の消費行動を理
解するためにも、リキッド消費の概念を理解す
ることが重要です。
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「夏が近づくと気になる「日焼け」。皮膚の赤
みやヒリつきは、紫外線を浴びてから数時間後
にじわじわと現れます。一見、単なる肌表面の
現象に見えますが、実はその下で、本来体を守
るはずの免疫細胞が暴走し、自分の皮膚を傷つ
けている…近年の研究で、そんな意外な仕組み
が明らかになってきました。

紫外線、特にUVBを浴びた皮膚には、「好中
球」と呼ばれる免疫細胞が大量に集まってきま
す。好中球は本来、体内に侵入した細菌などを
排除する頼もしい守り手です。ところが活性化
した好中球は、自らの核内DNAを網のように放
出し、「NETs（ネッツ・好中球細胞外トラップ）」
と呼ばれる構造を作り出すことが分かってきま
した。このNETsが過剰になると、紫外線で傷
ついた皮膚の炎症をさらに広げ、赤み・腫れ・
痛みといった日焼け症状を悪化させてしまうの
です。私たちの研究室では、このNETsに着目
し、紫外線による皮膚炎症を抑える３つのアプ
ローチを検討してきました。
１つ目は「塗る」方法です。沖縄などに自生
する月桃という植物に含まれる「ヒスピジン」
という成分をクリームに調合し、マウスの皮膚

に塗布したところ、紫外線による炎症、好中球
の集積、NETsの形成がいずれも明らかに減少
しました。植物由来成分のスキンケアへの応用
が期待されます。
２つ目は「飲む」方法です。古くから親しま
れてきた漢方薬「補中益気湯」を服用させると、
血液中の活性酸素が減り、皮膚への好中球の侵
入とNETsの形成がともに抑えられました。す
でに広く使われている安全な薬であり、日常的
に取り入れやすい選択肢として注目されます。
３つ目は「治す」方法で、NETsそのものを分
解する酵素「DNase I（ディーエヌエース・ワ
ン）」を注射する治療です。すでに放出されてし
まったNETsを取り除くことで、皮膚のダメージ
を大きく軽減できることが分かりました。重い
炎症が起きた後のケアとして可能性があります。

日焼けを防ぐ基本は、やはり帽子や日焼け
止め、日差しの強い時間帯の外出を控える工夫
です。ただ、肌の赤みの背後で「免疫の暴走」
が起きていることを知れば、日焼け後のケアの
大切さも見えてくるのではないでしょうか。こ
れらの研究が、いずれ新しい日焼け予防や治療
法につながることを願いながら、まずは身近な
紫外線対策から始めてみませんか。
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鈴鹿医療科学大学 薬学部 薬科学科

その日焼け、犯人は『免疫細胞』かもしれません
～塗って・飲んで・治す、紫外線から肌を守る最新研究～
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